
結城市とタイ・メーサイ市

が姉妹都市を締結し、茨城国

際厚生親善財団（IIFF）の仲

立ちで来日していたメーサイ

市職員のジャンホム・ソンク

ムさんことホンさん（38）が、

約1年にわたる研修を終え、

帰国する。

ホンさんは、タイ北部の市

立メーファールワン病院で14

年間、看護師として働いてき

た。もっと多くの仕事を経験

したいと、メーサイ市職員に

採用され、公衆衛生・環境課

で防疫など、日本の保健所に

近い仕事に従事してきた。結

城市と姉妹都市を結んだのを

機に、市長から「姉妹都市の

プロジェクト担当も担ってほ

しい」と要請を受け、昨年5

月に来日した。

神戸や静岡など、全国を視

察したのち、昨年7月から結

城市役所に勤務。人事や農政、

企画とさまざまな部署を経験した。

「タイでは10年も20年も同じ部署にいるこ

とが多いが、日本の人事制度は、２、３年で

ほかの部署に回ることが多く、新しい発想や

アイデアが生まれやすい。毎朝ミーティングがあり、情

報を共有するシステムがとても大切に思った」と感心す

る。一方で「技術やセキュリティーが進み、1人１台、パ

ソコンを持って仕事をしている。最初は、黙々とパソコ

ンと仕事する姿に違和感があり、ストレスを感じた」と

笑う。

今回の研修で一番印象に残ったのは、ごみ処理のシス

テム。家庭での分別から最終処理までごみを追いかけた。

リサイクルされるごみ、焼却場では焼却灰がアスファル

トに生まれ変わったり、焼却熱が温水プールに使われる

など有効活用されることに関心したという。「タイでは、

ごみはごみとしてしか処理されない。リサイクルなどの

考え方はない。日本で学んだことをメーサイ市で発表し、

タイに伝えたい」と

語る。そして「ごみ

の処理を個人的に研

究したい。結城市と

の姉妹都市のコーディ

ネートも進めたい」

と語る。
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姉妹都市締結で結城市に
タイ・メーサイ市職員のジャンホム・ソンクムさん


